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Ⅳ 郷土資料館事業 

 

１ 展示 

 

 (１) 常設展示 

   富士山の信仰、富士山麓の動物・自然などの常設展示を行った。 

 
 (２) 企画展示 

  ア 「史跡富士山 村山大日堂」展（巻末資料ⅱ） 

   期 間：平成 27 年７月 25 日(土)から平成 27 年 11 月８日(日)まで 

   内 容：村山大日堂の歴史と保存修理工事の内容について紹介。 

 

  イ 「昔日のふじのみや」写真展（巻末資料ⅲ） 

   期 間：平成 27 年 11 月 21 日(土)から平成 28 年２月 28 日(日)まで 

   内 容：富士山本宮浅間大社所蔵の古写真から、なつかしい富士宮の風景を紹介。 

 

  ウ 「庚申信仰」展（巻末資料ⅳ） 

   期 間：平成 28 年３月 19 日(土)から平成 28 年７月 10 日(日)まで 

   内 容：市内各所で行われてきた庚申信仰を紹介。 

 

 (３) その他の展示 

  ア 長屋門「歴史の館」 

    長屋門「歴史の館」では、「絹本著色富士曼荼羅図」の複製の展示や、富士宮市の歴

史年表、世界遺産構成資産の紹介パネルなどを展示している。 

    場  所：富士宮市大宮町 6-22 

    開館時間：午前９時～午後４時 30 分 

    休 館 日：毎週火・水・木曜日、年末年始 

    入 館 料：無料 

 

  イ 「世界遺産の構成資産を知る！」展 

    富士山環境交流プラザにおいて、山宮浅間神社の発掘調査成果、村山大日堂の保存修

理工事について紹介する展示会を開催した（企画部富士山世界遺産課と共催）。 

   場 所：富士山環境交流プラザ 

   期 間：平成 27 年８月 29 日(土)から平成 27 年９月 27 日(日)まで 

 

 (４) 展示会関連事業 

  ア 「富士に息づく文学碑」展（平成 26 年度企画展。平成 27 年３月 21 日(土)から平成

27 年７月 12 日(日)まで実施。）関連企画・歩く博物館探索会（巻末資料ⅴ） 

   日 時：平成 27 年５月 23 日(土) 
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   場 所：安居山・沼久保地区「富士宮の文学碑をめぐるコース」 

   講 師：文化課社会教育指導員 

   参加者：18 名 

 

 

 

２ 資料収集・保存管理 

 (１) 資料収集 

  表５ 郷土資料収集品一覧 

受入月 内容 収集方法 

平成 27 年６月 民俗資料１点 個人寄贈 

     ７月 民俗資料１点 現地採集 

     ９月 民俗資料１点 個人寄贈 

     10 月 歴史資料２点 個人寄贈 

平成 28 年１月 民俗資料 1 点 現地採集 

 

 (２) 保存管理 

  ア 収蔵品くん蒸事業 

   日 時：平成 27 年 11 月６日(金)から 11 月８日(日)まで 

   場 所：被覆くん蒸(埋蔵文化財センター収蔵庫内）(富士宮市長貫 747-1) 約 20 ㎥ 

       埋蔵文化財センター収蔵庫                  約 600 ㎥ 

       埋蔵文化財センター別棟                   約 550 ㎥ 

       柚野収蔵庫（富士宮市下柚野 361-1）              約 300 ㎥ 

   内 容：埋蔵文化財センター収蔵庫内で、被覆くん蒸法により、薬品名エキヒュームＳ

による殺虫・殺カビくん蒸を実施した。あわせて、埋蔵文化財センター収蔵庫・

同別棟・柚野収蔵庫では、薬品名ブンガノンによる殺虫処理を実施した。（施工

業者：関東港業株式会社） 

 

 

 

３ 古文書等解読刊行事業 

 (１) 旧北山村役場文書刊行事業 

   旧北山村役場文書（富士宮市教育委員会所蔵）は、旧北山村の地方文書や北山用水関係

資料などが含まれ、当時の富士宮市北部地域の生活を知る上で貴重な資料群である。今年

度は昨年度に引き続き、古文書の解読作業を行った。 

 

 

 

 

写真 69 台秤 
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Ⅴ 歩く博物館事業 

 

１ 探索会 

 (１) 市主催探索会 

  第１回（巻末資料ⅴ） 

   ※ 郷土資料館企画展「富士に息づく文学碑」展関連企画として実施（29Ｐを参照）。 

 

第２回（巻末資料ⅵ） 

   日 時：平成 27 年 10 月 14 日（水） 

   場 所：大鹿窪・下柚野地区「大鹿窪遺跡と周辺の文化財を訪ねるコース」 

   講 師：文化課学芸員 

   参加者：35 名 

 

  第３回 

   日 時：平成 28 年２月６日（土） 

   場 所：大宮東地区「旧大宮町東地区をめぐるコース」 

   講 師：文化課学芸員 

   参加者：37 名 

 

 

 

 

Ⅵ その他の事業 

 

１ 問合せ対応 

  富士宮市の歴史や民俗などに関する、市内外からの問合せに対応した。要請に応じ、講座

等の説明・案内を行った。 

 

２ 小中学校総合学習への対応 

  市内小中学校の総合学習（富士山学習）の一環として、児童・生徒の訪問・質問に対応し

た。また、各学校を訪問し講話を行った。 

 

３ 講師派遣 

 (１) 富士山まちづくり出前講座 

   富士山まちづくり出前講座は、市民の自主学習の支援や市政の広報のために設けられた

ものである。平成 27 年度も文化課職員が講師となり、小学校や公民館に出向き、「ふる

さとの歴史を学ぶ」と題して講座を開催した。 

   その他、市外からの視察等にも対応し、世界遺産構成資産の説明等を行った。 
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資料ⅰ 「山宮浅間神社遺跡発掘調査報告」展配布資料 
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資料ⅱ 「史跡富士山 村山大日堂」展配布資料 
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「昔日のふじのみや」写真展 

 
本展では、富士山本宮浅間大社秘蔵のガラス乾板古

写真のなかから、懐かしい富士宮の風景を紹介します。

このガラス乾板古写真は、大正時代から戦後間もない

時期にかけて撮影されたものです。本宮境内や富士山

頂とともに市内の風景も撮影されており、かつての郷土

の様子やそこに生きる人々の息づかいが伝わってきま

す。これらの古写真を通して、かつてのふるさとの有様を

感じ取っていただき、地域を再認識する機会となれば幸

いです。 

 

展示写真一覧 

   

1. 本宮全景 2. 営繕前本殿全景 3. 修理工事前の本殿 

   

4. 御本殿側面 5. 一ノ鳥居 6. 社務所 

 
  

7. 旧手水舎及楼門 8. 楼門正面 9. 旧西鳥居 

現在の浅間大社社殿 

資料ⅲ 「昔日のふじのみや」写真展配布資料 
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10. 裏ヨリ見タル西鳥居 11. 馬場桜 12. 東鳥居 

   

13. 旧御手洗川全景 14. 行幸橋渡初 15. 梅月旅館全景 

   

16. 馬場全景 17. 御昇格 40 年祭撒餅式 18. 朝詣ノ景 

   
19. 西ヨリ望ム花ノ馬場 20. 朝詣会賞状授与式 21. 初メテ田植舞ヲ拝殿前 

   
22. 御田植祭 23. 御遷座祭（河原大祓式の行列） 24. 御遷座祭（河原大祓式） 
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25. 流鏑馬祭 26. 流鏑馬祭行列 27. 御遷座祭（河原大祓式の行列） 

   

28. 40 周年記念奉祝灯 29. 流鏑馬祭連行 30. 駅前大鳥居竣工奉告祭撒餅式 

   

31. 星山明星山 32. 御遷座祭（河原大祓式の行列） 33. 風景富士 

 
  

34. 村山風景富士 35. 頂上四枚組エハガキ奥宮 36. 久須志神社 

   

37. 金明水 38. 銀明水 39. 久須志全景 



- 39 - 
 

   
40. 安之河原 41. 白山ヶ岳全景 42. 駒ヶ岳 

 
  

43. 剣ヶ峰 44. 剣ヶ峰・このしろ池 45. 出水ノ景 

 
 

 
46. 雪ノ景 47. 奥宮全景（姫神松） 48. 茅葺の家 

  

 
 
 

49. 村山大日堂 50. 山宮浅間神社遥拝所  
 
 
 
 
 
 

「昔日のふじのみや」写真展 

期 間 ： 平成２７年１１月２１日～平成２８年２月２８日 

場 所 ： 富士宮市立郷土資料館 （富士宮市宮町１４－２） 

問合せ先 ： 富士宮市教育委員会 文化課 （埋蔵文化財センター） 

TEL）０５４４－６５－５１５１  FAX）０５４４－６５－２９３３ 
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「庚申信仰」展 

古い道筋などに青面金剛や見ざる・言わざる・聞かざるの三猿を刻んだ石造物を見かけます。これら

は庚申信仰の石造物であり、特に庚申年は重要視されました。市内に所在する庚申信仰の石造物を

中心に、かつて市内各所で盛んに行われていた庚申信仰について紹介します。 

 

庚申信仰 

６０日に一度巡ってくる庚申の日の夜、人の体の中に棲む

三
さ ん

尸
し

の虫が、宿主が眠っている間に抜け出して天に昇り、天

帝に宿主の悪行を報告する。天帝はその報告をもとに人の

寿命を決めるため、早死にしてしまうという。そこで、徹夜して

精進潔斎すれば虫が抜け出さず、長生きできるという。 

この中国の道教の信仰が伝わり、やがて様々な信仰や習

俗と合わさっていった。江戸時代には大変流行し、各地で庚

申講が組まれ、庚申塔や庚申堂が建てられた。庶民にとって

は、精進潔斎して身を慎むというより、仲間と集まって会食し

たり遊んだりして楽しむ社交の場でもあった。 

庚申信仰は市内でも盛んだったらしく、各所に庚申塔が残されてい

る。また、山本や橋場の庚申堂では今も祭りが行われている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
庚申塔 

庚申信仰は仏教や神道、民間信仰などと複雑に絡み合った信仰であり、その石造物（庚申塔）も多

様である。市内では、「庚申」・「帝釈天」などの文字や種字（梵字）・経典を刻む文字碑、青面金剛や三

猿などの像を刻むものなどが見られる。猿像は申年にちなんだものと考えられ、なかでも「見ざる・言わ

ざる・聞かざる」の三猿像が多く見られる。また、「南無妙法蓮華経」の題目を刻む、題目塔を習合した

庚申塔も多い。 

立ち並ぶ庚申塔（上井出・上宿） 

角柱型の文字碑<No.7>(左端）、青面金剛
<No.8>(左から 2 番目）、笠の付いた宝塔形
式の文字碑<No.6>(右端）が並んでいる。 

干支
か ん し

 

暦の数え方で、十干
じっかん

（甲・乙・丙・丁・戊・己・庚・辛・壬・癸）と十二支（子・丑・寅・卯・辰・巳・午・未・申・

酉・戌・亥）を組み合わせた６０通りある。年と日を数えるのに用いられた。「十干十二支」や「六十干支」と

も言われる。「庚申」（こうしん／かのえさる）もこのうちの一つである。同じ干支は６０回に一度巡ってくるの

で、庚申日は６０日に一度、庚申年は６０年に一度巡ってくる。また、６０歳の「還暦」は、６０通りの干支の

年を全て経たことを意味する。なお、今年平成２８年は丙申年（３３番目）にあたる。 

干支表 

1 甲子 2 乙丑 3 丙寅 4 丁卯 5 戊辰 6 己巳 7 庚午 8 辛未 9 壬申 10 癸酉 

11 甲戌 12 乙亥 13 丙子 14 丁丑 15 戊寅 16 己卯 17 庚辰 18 辛巳 19 壬午 20 癸未 

21 甲申 22 乙酉 23 丙戌 24 丁亥 25 戊子 26 己丑 27 庚寅 28 辛卯 29 壬辰 30 癸巳 

31 甲午 32 乙未 33 丙申 34 丁酉 35 戊戌 36 己亥 37 庚子 38 辛丑 39 壬寅 40 癸卯 

41 甲辰 42 乙巳 43 丙午 44 丁未 45 戊申 46 己酉 47 庚戌 48 辛亥 49 壬子 50 癸丑 

51 甲寅 52 乙卯 53 丙辰 54 丁巳 55 戊午 56 己未 57 庚申 58 辛酉 59 壬戌 60 癸亥 

 

資料ⅳ 「庚申信仰」展配布資料 



 

庚申塔は、集落や庚申講中で造立された。申年、特に

こともあり、内房の大嵐に、享保元年

申年毎に造立された５基の庚申塔が

 

市内で見られる様々な庚申塔 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

庚申塔に刻まれるもの 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

梵字 

35 光町（二の宮共同墓地） 84 

三猿 

見ざる・言わざる・聞かざるの３匹
の猿。並び順はまちまち。猿は青面
金剛の使いともいわれる。 

青 面
しょうめん

金剛
こんごう

 

もとは伝尸
で ん し

病（結核）を除く鬼神とされた。伝尸病

は恐ろしい病であり、これを治すには三尸の虫を退

治する必要があるとされた。やがて伝尸病を防ぐ青

面金剛が三尸の虫を退治すると考えられるようにな

り、庚申の本尊として信仰されるようになったと考え

られている。青面金剛像の多くは髪を逆立て怒りの

形相をしている。邪鬼を踏みつけているものもある。

腕は２手・４手・６手で表され、各手に剣や弓矢とい

った武器や羂索
け ん さ く

（縄）など、さまざまなものを持つ。

市内では６手の腕を持ち、中央で合掌している形が

多い。 
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庚申塔は、集落や庚申講中で造立された。申年、特に６０年に一度の庚申年を記念

、享保元年(1716)丙申年と寛政１２年（1800）から昭和５５

庚申塔がある。 

青面金剛 

84 内房竹ノ下 

題目庚申塔 

41 星山 

見ざる・言わざる・聞かざるの３匹
青面

二鶏 

雄鶏・雌鶏の２羽の鶏。庚申の夜は徹
夜をするので、夜明けを告げる鶏が描
かれたと考えられる。 

庚申塔の上部に太陽と月
が描かれる。月は三日月
になっている。雲に乗っ
ているものも多い。

病（結核）を除く鬼神とされた。伝尸病

は恐ろしい病であり、これを治すには三尸の虫を退

治する必要があるとされた。やがて伝尸病を防ぐ青

面金剛が三尸の虫を退治すると考えられるようにな

り、庚申の本尊として信仰されるようになったと考え

られている。青面金剛像の多くは髪を逆立て怒りの

形相をしている。邪鬼を踏みつけているものもある。

で表され、各手に剣や弓矢とい

など、さまざまなものを持つ。

の腕を持ち、中央で合掌している形が

年に一度の庚申年を記念して建てられる

５５年（1980）までの庚

文字碑 

25 外神上谷 

日・月 

庚申塔の上部に太陽と月
が描かれる。月は三日月
になっている。雲に乗っ
ているものも多い。 

上：日月 
日月のほか、法輪
や剣も多い。 

中央：合掌 
合掌が多い。剣や
ショケラ（人間）を
持つものもある。 

下：弓矢 
弓矢が多い。 羂
索や蛇を持つもの
もある。 

青面金剛の持ち物 
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庚申堂 

市内の山本、長貫橋場、杉田新梨などには庚申塔などを祀る庚申堂がある。庚申堂は集落で祀ら

れ、今も祭礼が行われている。 

 

山本の庚申堂（猿田彦神社） 

 堂内に「青面金剛」の文字を刻む庚申塔が祀られている。

大きな宝塔で、下部は床下に潜り込んで直接地面に立って

いる。昔は庚申の祭りが年６回行われ、人参・大根・ねぎな

どの野菜を供え、祈りを捧げたという。その後皆で飲食をし、

一夜を過ごした。また、祭典後に夫婦で供物を食べると丈夫

な子供が産まれると言われたという。 現在は２月１１日を例

祭日とし、その前後に祭りを行っている。 

 

橋場の庚申堂 

 堂内の内陣に、庚申塔・神像・猿の像・青面金剛の掛軸が

祀られている。この庚申塔は失せ物探しに御利益があるとさ

れ、失せ物をした際に左撚りの縄で庚申塔を縛ると見つかる

という。また、ここは広く信仰されていたようで、幕末の大宮町

の造酒屋主人が記した『袖日記』には、嘉永６年（1853）４月１

７日条に「橋場庚申様へ代参 当月廿四日参り候」とあり、２４

日に「端場村庚申様へ参詣」している。橋場の庚申堂の祭り

は申の日に行われていたが、現在は３月下旬から４月上旬に

行われている。 

 

新梨の庚申堂 

 堂内に宝塔型の庚申塔と正徳５年（1715）の銘がある観音

像が祀られている。庚申塔の正面には「卍」と三猿が刻まれ

ており、仏教の影響を受けた庚申塔と考えられる。側面には

「杉田村新梨」の地名と、願主６名の名前が刻まれている。杉

田には、新梨のほかに滝ノ上にも庚申堂があったという。また、

丸塚・中村・滝ノ上・久保・千貫松にも庚申塔が残されており、

集落単位で庚申講があったと考えられる。 

 

 
富士山信仰と庚申 

 庚申年は「富士山御縁年」とされ、特に富士登山の御利益が高い年であるという。これは、庚申年に富

士山が湧出したという伝説に由来するもので、江戸時代には広く流布していた。庚申年は例年に増して

多くの参詣者（登山者）が集まった。申年も「小縁年」として信仰された。富士市岩淵の岩淵鳥居講は、江

戸時代から申年ごとに富士山頂に鳥居奉納を行っており、今年平成２８年申年にも鳥居の奉納を計画し

橋場の庚申堂（内陣の様子） 

新梨の庚申堂 

山本の庚申堂に祀られた庚申塔 
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ている。 

 庚申御縁年の考えから、猿は富士山に縁があるものとされ

た。村山で発行された富士山信仰のお札には、富士山の神

仏である女神や大日如来を礼拝する２匹の猿が描かれてい

る。また、江戸の富士講の信仰では、開祖・長谷川角行は、

溶岩洞穴「人穴」での修行中、仙元大日神の使いである猿に

導かれたという。 

 

富士山信仰のお札・版木 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「庚申信仰」展 

期 間 ： 平成２８年３月１９日～平成２８年７月１０日 

場 所 ： 富士宮市立郷土資料館 （富士宮市宮町１４－２） 

問 合 せ先 ： 富士宮市教育委員会 文化課 （埋蔵文化財センター） 

TEL）０５４４－６５－５１５１  FAX）０５４４－６５－２９３３ 

 

富士山頂に奉納された鳥居 

富士山の誕生（出現） 

孝安天皇九十二年の庚申の年の正月、駿河国が四方に割けて大海となり、その夜のうちに海から

大山が現れて海を埋めてしまった。 

村山の興法寺に伝わる「富士山略縁起」には、富士山の誕生（出現）についてこのように記されてい

る。庚申年に突如富士山が出現したという話は、江戸時代には広く流布し、庚申年は富士山御縁年と

された。 

女神のお札 

村山で発行された富士山のお札。富士山の女

神を拝む２匹の猿が描かれる。 

「富士山開帳」 

庚申年の富士山御縁年を記念し、特別に仏像類の開帳

が行われれるとの広告。御縁年には参詣者（登山者）

が増加した。 
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資料ⅴ 第１回歩く博物館探索会「安居山・沼久保地区」配布資料 
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資料ⅵ 第２回歩く博物館探索会「大鹿窪・下柚野地区」配布資料 
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（1）富士宮市文化財保護審議会委員及び富士宮市立郷土資料館運営協議会委員 

    任   期  平成 27 年 9 月 1 日から平成 29年 8月 31 日まで 

根拠法令等  富士宮市文化財保護条例第 45 条第 2項 

          富士宮市立郷土資料館条例第 6条第 3項 

 

 

（2）史跡富士山整備委員会委員 

 氏  名 役  職  等 分  野 

委員長 坂詰 秀一 立正大学名誉教授・元学長 考古学 

副委員長  田中 哲雄 元東北芸術工科大学芸術学部歴史遺産学科教授  
姫路市日本城郭研究センター名誉館長 

造園学 
遺跡整備 

委 員 建部 恭宣 富士宮市文化財保護審議会委員 
富士山世界文化遺産静岡県学術委員会委員 建築学 

委 員 谷川 章雄 早稲田大学人間科学学術院長 考古学 

委 員 中村 羊一郎 静岡産業大学総合研究所客員研究員 
富士山世界文化遺産静岡県学術委員会委員 民俗学 

委 員 渡井 正二 富士宮市文化財保護審議会委員 
富士山世界文化遺産静岡県学術委員会委員 

近世史 
民俗学 

 

 氏  名 分  野 

会 長 植松 章八 考古・史跡 

副会長 北垣 俊明 天然記念物（地質・鉱物） 

委 員 芦澤 幹雄 地域史 

委 員 小川 只道 重要文化財管理（大石寺） 

委 員 川名 義博 重要文化財管理（北山本門寺） 

委 員 鈴木 雅史 重要文化財管理（富士山本宮浅間大社） 

委 員 髙橋 晶子 工芸品（彫刻） 

委 員 建部 恭宣 建造物 

委 員 松田 香代子 民俗・無形民俗文化財 

委 員 山口 裕嗣 重要文化財管理（西山本門寺） 

委 員 渡井 正二 民俗・古文書 

委 員 渡邊 定元 天然記念物（植物） 

資料ⅶ 各委員会等委員名簿 
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（3）名勝及び天然記念物「白糸ノ滝」整備委員会委員 

 氏  名 役  職  等 分  野 

委 員 天野 光一 日本大学理工学部教授 景観工学 

委 員 池邊 このみ 千葉大学園芸学部教授 
景観論 
環境計画 

委 員 佐野 貴司 国立科学博物館地学研究部鉱物科学研究グループ長 
地質学 

岩石・鉱
物・鉱床学 

委 員 関 文夫 日本大学理工学部教授 土木工学 

委 員 渡井 正二 
富士宮市文化財保護審議会委員 
富士宮市世界遺産関連学術調査指導員 

近世史   
民俗学 

委 員 渡邊 定元 
元東京大学教授 
φ森林環境研究所長 

生態 
環境 

 
 

（4）史跡大鹿窪遺跡整備基本計画策定委員会委員 

 氏  名 役  職  等 分  野 

委員長 向坂 鋼二 前静岡県考古学会会長 考古学 

委 員 遠藤 克実 大鹿窪区区長 地域代表 

委 員 北垣 俊明 
富士宮市文化財保護審議会副会長 

奇石博物館副館長 
地質学 

委 員 小林 謙一 中央大学文学部教授 考古学 

委 員 篠原 和大 静岡大学人文社会科学部教授 考古学 

 

※平成 28年 3月 31 日現在（委員・役職名等） 

※委員は五十音順 
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           富士宮市内指定文化財等一覧 〈平成 28 年 3 月 31 日現在〉 

国指定文化財（21 件） 

種別 文化財の名称 所在地 所有者（管理者） 指定年月日 

重要文化財・建造物 富士山本宮浅間神社本殿 宮町 1-1 富士山本宮浅間大社 明 40. 5.27 

 〃   ・ 〃 大石寺五重塔 上条 2057 大石寺 昭 41. 6.11 

 〃   ・絵 画 絹本著色富士曼荼羅図 宮町 1-1 富士山本宮浅間大社 昭 52. 6.11 

 〃   ・工芸品 太刀（銘南无薬師瑠璃光如来/備前国長船住景光）  〃  〃 明 45. 2.8 

 〃   ・ 〃 脇差（銘奉富士本宮源式部丞信国/一期一腰応永廿四年二月日）   〃  〃  〃 

 〃   ・ 〃 太刀（銘吉用） 上条 2057 大石寺 大 12. 3.28 

 〃   ・書跡典籍 法華経(常子内親王筆) 西山 671 西山本門寺 昭 24. 2.18 

 〃   ・ 〃 紺紙金字法華経(開結共)  〃  〃  〃 

 〃   ・ 〃 貞観政要巻第一(日蓮筆) 北山 4965 北山本門寺 昭 27. 7.19 

 〃   ・ 〃 細字金字法華経(藍紙)  〃  〃 昭 29. 3.20 

 〃   ・古文書 法華證明鈔(日蓮筆) 西山 671 西山本門寺 昭 27. 7.19 

 〃   ・ 〃 日蓮自筆遺文 上条 2057 大石寺 昭 42. 6.15 

 〃   ・ 〃 日蓮遷化記録(日興筆) 西山 671 西山本門寺 平 5. 1.20 

特別名勝 富士山 二合目以上他 （富士宮市他） 昭 27.11.22 

特別天然記念物 狩宿の下馬ザクラ 狩宿 98-1 井出信子（富士宮市） 昭 27. 3.29 

 〃 湧玉池 宮町 1-1 他 富士山本宮浅間大社他 〃 

史 跡 千居遺跡 上条 1818 他 大石寺 昭 50. 6.26 

 〃 大鹿窪遺跡 大鹿窪 426-1 他 富士宮市 平 20. 3.28 

 〃 富士山 八合目以上他 （富士宮市他） 平 23. 2. 7 

名勝・天然記念物 白糸ノ滝 原・上井出 （富士宮市） 昭 11. 9. 3 

天然記念物 万野風穴 山宮 （富士宮市） 大 11. 3. 8 

 

県指定文化財（23 件） 

種別 文化財の名称 所在地 所有者（管理者） 指定年月日 

建造物 西山本門寺本堂厨子 西山 671 西山本門寺 昭 29. 1.30 

 〃 富士山本宮浅間大社社殿 宮町 1-1 富士山本宮浅間大社   〃 

 〃 大石寺御影堂 上条 2057 大石寺 昭 41. 3.22 

 〃 大石寺三門  〃  〃   〃 

絵 画 富士浅間曼荼羅図 宮町 1-1 富士山本宮浅間大社 昭 56.10.23 

工芸品 脇差（銘出羽大掾藤原国路） 大中里 396-2 渡辺英男 昭 37. 6.15 

 〃 青磁蓮弁文大壺 宮町 1-1 富士山本宮浅間大社 昭 52. 3.18 

 〃 青磁浮牡丹文香炉  〃  〃   〃 

 〃 人形手青磁大茶碗  〃  〃   〃 

 〃 鉄板札紅糸威五枚胴具足  〃  〃   〃 

書跡典籍 万暦本一切経 上条 2057 大石寺 昭 52. 3.18 

 〃 重須本曽我物語 北山 4965 北山本門寺 昭 53.10.20 

無形民俗文化財 富士宮囃子 宮町他 富士宮囃子保存会 平 7.3.20 

天然記念物 村山浅間神社の大スギ 村山 1151 村山浅間神社 昭 31.5.24 

 〃 西山本門寺の大ヒイラギ 西山 671 西山本門寺   〃 

 〃 北山本門寺のスギ 北山 4965 北山本門寺 昭 32.5.13 

 〃 大晦日五輪のカヤ 内房 5681 望月旭 昭 40.3.19 

 〃 村山浅間神社のイチョウ 村山 1151 村山浅間神社 昭 43.7.2 

 〃 上条のサクラ 上条 923 佐野一男   〃 

 〃 富士山芝川溶岩の柱状節理 羽鮒 1539－2 野村藤男 昭 59.3.23 

資料ⅷ 富士宮市内指定文化財等一覧 
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種別 文化財の名称 所在地 所有者（管理者） 指定年月日 

天然記念物 猪之頭のミツバツツジ 猪之頭 688 高野幸孝 昭 60.11.29 

 〃 大晦日のタブノキ 内房 5681 望月旭 昭 62.3.20 

 〃 芝川のポットホール 下柚野 319 地先 （富士宮市） 平 7.3.20 

 

市指定文化財（35 件） 

種別 文化財の名称 所在地 所有者（管理者） 指定年月日 

建造物 平等寺の三門 東町 4-24 平等寺 昭 60.3.11 

 〃 井出家高麗門及び長屋 狩宿 91-1 富士宮市 平 7.3.16 

 〃 妙蓮寺５棟 下条 688 妙蓮寺 平 23.5.24 

 〃 上稲子八幡宮の厨子 上稲子 1630 八幡宮 平 25.6.20 

 〃 龍興寺の厨子 内房 3716 龍興寺   〃 

 〃 芭蕉天神宮本殿 内房 5820 芭蕉天神宮   〃 

絵 画 天象の図 村山 1151 村山浅間神社 昭 55.1.11 

 〃 太郎坊権現の図   〃   〃   〃 

 〃 阿字曼陀羅   〃   〃   〃 

 〃 伝末代上人画像   〃   〃   〃 

彫 刻 大日如来坐像（胎蔵界） 村山 1151 村山浅間神社 昭 57.8.23 

 〃 大日如来坐像（金剛界）   〃   〃   〃 

 〃 大日如来坐像（胎蔵界）   〃   〃   〃 

 〃 役行者倚像   〃   〃   〃 

 〃 不動尊像   〃   〃   〃 

 〃 随身像 宮町 1-1 富士山本宮浅間大社 平 5.5.25 

工芸品 伝源義助作大薙刀 宮町 1-1 富士山本宮浅間大社 昭 40.5.10 

〃 弥陀観音勢至の軸（阿弥陀三尊雲越之来迎図） 上柚野 197-1 延命寺 平 24.5.24 

書跡典籍 後陽成天皇宸翰 宮町 1-1 富士山本宮浅間大社 昭 40.5.10 

 〃 外国語（英・蘭）辞書類一括 中央町 11-2 中西信子 昭 63.4.15 

古文書 袖日記 大宮町 7-16 横関及彦 昭 60.3.11 

考古資料 三連甕形土器 黒田 1373-13 若林和司 昭 55.1.11 

 〃 安養寺の土偶 杉田 489 安養寺 昭 57.8.23 

 〃 駿州富士郡二股村石経塚 粟倉 1051-1 小林充 昭 63.4.15 

無形民俗文化財 火伏念仏 内野 火伏念仏保存会 平 11.1.26 

 〃 富士山本宮浅間大社流鏑馬 宮町 富士山本宮浅間大社流鏑馬保存会 平 18.9.8 

史 跡 大室古墳 小泉 1467-1 （上小泉八幡宮） 昭 60.3.11 

 〃 中野梅市建立の句碑 黒田 36 本光寺   〃 

 〃 虚空蔵社古墳 西小泉町 59-4.5 鈴木英光 平 5.5.25 

天然記念物 大宮縄状溶岩 元城町 32 富士宮市 昭 44.4.1 

 〃 フジキクザクラ 上条 2057 大石寺 昭 57.8.23 

 〃 中央町のカヤ（カヤの木） 中央町 11-2 中西信子   〃 

 〃 猫沢のカシワ 猫沢 98-2 篠原幸夫 平 26.4.30 

 〃 西山本門寺のシダレマキ 西山 671 西山本門寺   〃 

 〃 寛妙寺のイヌマキ 内房 2642 （橋上町内会）   〃 

 

国登録有形文化財（1 件） 

種別 文化財の名称 所在地 所有者（管理者） 登録年月日 

建造物 吉澤家住宅煉瓦蔵 宮町 947-1 吉澤利一 平 27.3.26 
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